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現地発生土砂の有効活用現地発生土砂の有効活用

セメント 現地発生土砂

現地でセメントと土砂を攪拌混合
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特 長特 長

現地発生土を活用した堰堤工

　ＪＳウォール堰堤®は、上下流に壁面材を配し、現地発生土にセメントを混合した砂防ソイ
ルセメントを中詰めした土石流対策の重力式堰堤です。中詰材に砂防ソイルセメントを使用す
るので、現地発生土の積極的な活用、環境負荷の低減、コスト縮減が図れます。

・砂防ソイルセメント工法とは、施工現場において現地発生土とセメントを攪拌・混合して製造
するもので、砂防施設とこれに伴う附帯施設の構築、及び地盤改良に活用される工法の総称です。

現地発生土を有効活用する堰堤ですので、現場外から持ち込むコンクリート量は大幅に
削減できます。

外部保護材は上下左右をボルト接合しており、巨礫が衝突しても接合部が開きにく
く、信頼性の高い構造です。

従来のコンクリート堰堤と同様に、
経済的な断面の設計が可能です。

コンクリート打設に伴う養生期間が不要で連続施工が可能となり、全体の工期は短縮
できます。

コンクリート使用量・建設残土処理量が大幅に削減できるため、環境負荷の低減につ
ながります。

１. コンクリート使用量の大幅削減

4. 高い信頼性

5. 合理的な設計

2. 工期の短縮

3. 環境負荷の低減

従来の「コンクリート堰堤」と比較して…

これ以外にも…



保護コンクリート

上流外部保護材
波形鋼板パネル

下流外部保護材
コンクリートパネル

or
波形鋼板パネル

【上流側】

【下流側】

内部材
（砂防ソイルセメント）

3.0N/mm2

保護コンクリート

鋼製スリット

構造イメージ

側壁部

非越流部

開口部
非越流部

側壁部
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構造概要構造概要

開口部脇の隔壁コンクリートが不要で、コンクリート使用量が削減できます。

コンクリート使用量が削減されるので、施工期間の短縮が図れます。

１. コンクリート使用量の削減

透過型堰堤の非越流部に適用した場合

2. 工期の短縮

従来の土砂詰め堰堤と比較して…

種類 材料 土の適用範囲 その他

ＩＮＳＥＭ材 現地発生土＋セメント
細粒分（粘土、シルト）：１０％以下
最大粒径：１５０ｍｍ以下

転圧必要

有スランプ材 現地発生土＋セメント＋水
細粒分（粘土、シルト）：５０％以下
最大粒径：３００ｍｍ以下

転圧不要
鋼板パネルはシール材併用

砕石 砕石＋セメント 転圧必要

■ 内部材の種類



3

外部保護材の形状外部保護材の形状

名称 材質 寸法（mm） 表面処理
壁面材（波形鋼板パネル） SS330 W-500 無処理orめっきor塗装
接続ボルト 8.8 M16 めっき
アンカー筋 SS400、SR235 φ16 無処理
受圧板 SS400 L65×65×6 無処理
柱材 SS400 L65×65×6 無処理
底面通し材 SS400 L200×65×6 無処理
堤冠材 SS400 L125×75×7 無処理orめっきor塗装
アンカーボルト SS400 M16 めっき

名称 材質 寸法（mm） 表面処理
壁面材（コンクリートパネル） 鉄筋コンクリート W-2492 ─
接続ボルト 4.6、4.8 M16 めっき
アンカー筋 SS400、SR235 φ16 無処理
受圧板 SS400 L65×65×6 無処理
パネル連結支持金具 SS400 CT97×150×6×9 無処理
基礎支持金具 SS400 L120×120×8 無処理
連結金具 SS400 L50×50×6 無処理
アンカーボルト SS400 M16 めっき

■ コンクリートパネル部材表

化粧タイプについては、ご相談下さい。

■ 波形鋼板パネル部材表

1：波形鋼板パネル（上流側・下流側）

2：コンクリートパネル（下流側）

底面通し材

波形鋼板パネル

基礎均しコンクリート

アンカー筋

※堰堤内側から見て

コンクリートパネル
アンカー筋

パネル支持金具

基礎支持金具

※堰堤内側から見て

基礎均しコンクリート
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機能の検証機能の検証

実物大衝撃実験

水理模型実験

建設技術審査証明の取得

　実物大の衝撃実験を行い、上流側外部保護材（波形鋼板パネル）及びその継手部
が、土石流衝撃力に対し安全な構造であることを確認しています。

　透過型堰堤の非越流部に適用した場合の土石流捕捉機能について、水理模型実験を
実施し、従来工法（コンクリート製非越流部）と同等であることを確認しています。

（一財）砂防・地すべり技術センターより
建設技術審査証明書を取得しています。



土工（掘削・基礎地盤の整地）

基礎コンクリートの打設

外部保護材の組立

混合ヤード・混合桝の設置

内部材の製造・運搬 ①内部材の製造

内部材の打設（敷均し、転圧）

②内部材の打設
保護コンクリートの打設

③保護コンクリートの打設

所
定
の
高
さ
ま
で
繰
り
返
し

①

②

③

設計時の材料試験、配合試験
（必要に応じて実施して下さい。）

①
※必要に応じて実施して下さい。

①施工時の材料試験、配合試験

②試験施工

施工
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材料試験・配合試験材料試験・配合試験

施工手順施工手順

　砂防ソイルセメントは、現地発生土の性状が品質や施工性に影響します。現地発生土の性
状を材料試験で把握し、配合試験によって、目標強度を発現させるために必要なセメント量、
及び加水量を決定します。

（参考文献：砂防ソイルセメント設計・施工便覧、（財）砂防・地すべり技術センター、平成23年）

①室内配合試験 ②現場試験施工

■ 標準的な現地発生土砂の材料試験材料試験・配合試験の流れ
試験名 準拠 試験目的

骨材のふるい分け試験
土の粒度試験

JIS A 1102
JIS A 1204 粒度分布の把握

含水比試験 JIS A 1203 混合時の必要加水量の把握

密度および吸水率試験 JIS A 1109
JIS A 1110 材料物性値の把握

突固めによる
土の締固め試験 JIS A 1210 最大乾燥密度の把握

最適含水比の把握
六価クロム試験
（配合試験時） 環境庁告示46号溶出試験 六価クロム溶出量の把握
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～より安全なご使用を願って～
本カタログに掲載されている内容は情報提供を目的としたもので、謝った使用または不適切な使用等によって生じた損害につきましては責任を負いかねますのでご了
承ください。また、掲載されている情報・仕様につきましては、予告無しで変更する場合があります。
最新情報については、各担当部署にお問い合わせください。

上流側

下流側（施工中）

上流側（施工中）

上流側

下流側

施工中

施工実績施工実績

福島県

熊本県

山梨県 静岡県
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